
北

匪海

道

に

r於

け
・
る

英

學

の

襲

達

.

玉

井

武

序

目

 

日
本

に
於

け
る
'英

学
畿
達
史

の
研
究

は
、
今
日
ま

で
に
相
當

の
歳
月
を

加

え
て
來

て
居
る
に
も
係
ら
す
、
北
海
道
は
未
だ

そ
の
研
究
封
象

と

し
て

取
り
上
げ
ら

れ

る
事
な
く
放
置

さ
れ

て
居
た
。
然

る
に
今

を
去

る
約

百
奔

、

嘉

永

の
末
期

に

ア
メ
リ
カ

の
軍
艦
を
率

い
て
、
提
督

ペ
ル
η

が
來
朝

し
た

時

に
、
幕
府
と
米
國

使
節

と

の
間

に
立

つ
て
、
條
約
成

立

に
襖

な
が
ら
豊

力

し
た
森
山

榮

之

助

外
十
三
名

の

通

詞

達

に
、
わ

が
國

は
じ

め
て
の

目
そ
ぎ
σq
掴
β
σ亀
崔
の
げ
を
敏
授

し
た

人
は
、
そ
の
名
を
影
蟄
β
鑑
9
尾
蟄
0
9
0
β
筥
働

と
云

い
、
嘉
永
元
年

(
H
望
G◎
)
利
尻
島

に
漂
着

し
た
米
人

で
あ
る
。
宗
谷

が
ら
松
前

に
護
逡

さ
れ
、
更

に
長
崎

に
廻
さ
れ
て
敢
調
を
う
け
、
同

地
閉

居
中
を
利
用

し
て
、
箭

述

の
通

り
若

い
通
詞
達
た

英
語
敏
授

の
機
会
を
持

つ
た

の
で
あ

る
が
、
吾

が
通
詞
達

の
和
蘭
式
嚢

晋
を
匡
正
し
、
鎖
國

的
な

英
語

の
学
習
を
正
道
に
導
く
目取
初

の
,機
会

を
與

え
て
呉
れ
た
英
学

の
恩
人

が
、
北
浜
遭

の

一
離
島

に
漂
着

し
て
始

め
て
日
本

の
土
を
踏
む

に
至

つ
た

と
云
う
事
は
、
實

に
深

い
興
味

を
吾

々
に
な
げ

か
け
て
や
ま
な
、い
。

更

に
そ

の
十
四
弟

子
の
中
で
名
村
五

八
郎

・
堀
達
之
助

の
二
人

は
ペ

ル

リ
の
箱
纂

航
以
後
麦

第
に
海
外
と
の
欝

の
繁
-
な
る
北
部
呆

艶
　

一
の
開
捲

場

に
於

て
、
箱
館
奉
行

の
†

に
通
詞
と
し
て
勤
務
し
、
そ

の
傍
ら

}

後
進

の
指

導

に
任
じ
た

の
で
あ
る
が
、
名
村
五
八
郎
は
、
'
つ
と
に
嘉
永
年

-
間

に
出
版

せ
ら
れ
た

「
エ
ゲ

レ
ス
語
辮

書
和
解
」
の
編
者

の

一
人

で
あ
り

、

堀

達
之
助

は
、
我
國
最
初

の
活
宇
本
英
和
僻
書
た

る

「
英

和
封
鐸
袖
珍
辮

ド

へ

書
」
・の
主
任
編
集
者

で
あ

る
。
髭

の
様
な
幕

末

に
於

け
る
英
学

の
代
表
的

-
人
物
を
北
職

の
地

に
迎

え
て
、
北
海
道
ー

i
當

時

の
蝦
夷

地
ー

が
英
学

入
門
第

一
歩
を
踏
み
出
し
得
た
事

は
、
之
亦
北
海
道

英
学
爽
達
史

上
輕

硯

す

る
こ
と

の
拙
來
な

い
婁
柄

で
あ

る
。

「

、

-

北
海
道

が
鰍
米
諸
國

と
最

初

の
交
渉

を
持

つ
て
か
ら
今
日
ま

で
約

享
百

年

を
経
過
し

て
居

る
が
、
此

の
論
稿
で
は
當
初
か
ら
徳

川
末
期
ま

で

の
二

百
飴
年
を
研
究

の
劃
象

と
す

る
。



第

}
章

黎
明
以
前

の
英
学

〒

和

蘭

船

の

來

航

.

ノ

＼

安
永
九
年
、
家

老
松
前
廣
長

が
,
藩
主
松
前
道
廣

の
命

を
受
け

て
編
纂

し
た

松
前
藩
史

料

の
大
集
成
た

る

「
幅
山
秘
府
」

を
開
く
と
、
次

の

一
文

に
出
会
う
。

寛

永
二
十
癸
未

年
七
月
十
二
日
阿
蘭

陀
船

漂
着
干
東
夷

地

ア

ツ
ケ

シノ
し

即
、

こ
れ
ば
北
海
道

が
臥
米

④
船
舶

の
來
訪
を

う
け
、
海
外
と
接
鰯
を

持

つ
に
至

つ
た
最
初

の
記
録

で
あ

る
。
今

少
し
く
之
を
読

明
す

る
に
、
寛

永
二
十
年

と
は
三
代
將
軍
徳

川
家
光

の
鎖
麟

令
直
後

の
時
代
歪
、
今
を
怯

る
約

三

百
年
、
西
歴

一
六
四
三
年

に
相
當
し
、
激
州

に
於

て
は

崔
鴛
8

国
o
ざ

の

、
東

洋
紀
行
L

に
よ

つ
て
、

日
本

が
黄

金
島

と
し

て
紹
介

さ
れ

た
結
果
、
激
州
探
槍
家
達

の
間

に
異
常
な

る
東
方
航
海
熟
を

お
こ
し

て
居

た
時

で
あ

つ
た

。
西
班
牙
商
船

に
よ

つ
て
噂

が
始
ま

つ
た
と
傳

え
ら
れ

る

「
東
方

の
金
銀
島
」
を
探
ね
あ

て
よ
う

と
、
各
園

が
競

つ
て
船
を
東
洋

に

.

出
し

て
居
た

が
、
當
時
隆

盛
を
誇

つ
た

和
蘭

の
國
も
此

の
熱

に
洩
れ

る
筈

が
な
く

、
各
國

に
伍
し

て
、
幾
度

か
東
洋
探
槍

の
船
を
邊
り
、
た

ま
く

東

蝦
夷

地

厚
岸

港

に
漂
着

し

た
前

記

の
船

は

そ

の
第

二
回

探

槍
船

に
腐

す

る
も

の
で
あ

つ
た

。

即
、

カ

ス
ト

リ

ク

ム
、

プ

レ

ス
ケ

ン
ス

の
二
船

に
、

各

々
五

十

名

の
船

員

が
乗
組

み
、

一
ケ
年

の
食

糧

を

積

み

、
・自
鴛

寓
昌

Φ
①
昌
淳
N
く
ほ
$

を

指

揮
者

と
し

て
、
東

洋

経

螢

の
根
擦

地

冨
暮
碧

宣

.

を

出
帆

し

て
探

槍

航

海

に

つ

い
た

が

、
途
中

大
暴

風

に
遭

つ

て
二
船

は
蓮

・絡

が

と

れ
す

、

カ

ス
ト
ザ

ク

ム
は
北
東

の
方
向

に
流

さ
れ

て
、

ヴ

ル

ッ
プ

ロ

ロ

　

ニ

島

に
漂
着
し
、
同
島

に
上
陸

し
て
、
東
印
度
会
就

の
記
號
A
<
O
O
)
と
年

號
窟
爵

QQ
)
を
刻

ん
だ
十
字
架
を
た

て
沸
島

を
O
O
寓
弓
P
ρ
冥
目
團
ω
ピ
P
男
∪

・
と
名
附

け
て
更

に
北
上
し

、
鍵
靱
方
面

に
向

い
、
南
下
し

て

エ
ト

ロ
フ
水

道
を
す

ぎ

て
、
東

蝦
夷
地

の

一
漁
港
厚
岸

に
着

い
た

の
が
、
前
述

の
寛

永

二
十
年
七
月
十

二
日

で
あ

つ
た
。
極
東

の

一
一孤
島

に
英
学

の
種

子
を
蒔

き
、

日
本
英
単
史

に
三
浦

按
針

の
名
を
以

て
永

く

記

憶

さ
れ

る

毛

一一一一簿
彗

P
島
2
唐
コ。

が
、
豊
後

の
大
分
浦

に
漂
着
し
た

の
は
、
僅
.か

に
此

の
厚

岸

寄

港

事
件

に
先

立
つ
四
十
三
年
、
,
慶

長
五
年

(
一①
O
O
)

の
事

で
、
・船

も
同

じ

和
蘭

國
籍

の

蟹

①
鎚
①
號

で
あ

つ
た

が
、
南

に
漂

着
し
た
此

の
般
は
日
本

英

学
産

み

の
親
を
乗

せ
來

つ
て
、
東

方

の

一
孤
島

の
文

化

に
大
き
な
功
績

を
残

し
た

の
に
反

し
、
厚

岸

に
寄
港

し
た

和
蘭

船

は
、
蝦
夷

地
の
文
化

《

何

等

の
光

明
を
投
げ

る
こ
と
も
な
く
、
僅

か
に

コ
輪
山
秘
府

」
に
、

船
長

三
十
尋
幅
四
間

程
船
中
石
火
矢
拾
五
六
挺
仕
掛
之

、

と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
」
船

の
大

い
さ
を
想
像

し
、
砲
十

五
六
門
を
備

え
て

ハ

居
た

事
を
知

る
に
過

ぎ
な

い
の
は
蝦
夷

地
と
は
云
之
飴

り

に
淋

し
い
。

こ

れ

は
偶

々
交
易

の
用
務
を
以
℃

同
地

に
來
会

わ
せ
て
居
た
松
前
藩

の
上
莱

り

役
小
山
丑
兵
衛

が
、
松
前

に
申
達

し
た

報
告

の

一
部
で
あ

る
。
同
船

は
十

七
日
間
厚
岸
選

に
あ

つ
て
船
艦
を
修
理

の
後

、
探
検

の
船
族
を
績
け

る
た

め

に
再
び
南
方

へ
立
去

つ
た

,、
'

二
、

魯

ち
佛

・
英

船

の
來

航

露

西
亜

の
船

が
北
海

道

の
近
海

に
出
湊
す

る
様

に
な

つ
潅

の
は
、
和
蘭

船

の
來
航

に
比

べ
る
と
大
部

お
く
れ

て
い
る
。
最
初

は
千
島

の
諸
島

を
訪

一80・ 一一一:



れ

る
程
度

で
あ
・つ
た

が

、

ケ

レ
ト

フ

セ
等

が
交
易

を
求

め

て
遙

々
本

土

の

・
根
室

ム
厚

岸

に
來

航

し
た

の
は

、
夫

々
安

永
七

年

、
八

鰍

(
H
智
Q◎
℃
岩

司
⑩
)

の
事

で
あ

る
。

,、
・

'

.

ケ

レ
ト

フ
セ
等

の
來
訪

に
需
く

れ

る
事

十
年

、
天

明
七

年

(
娼
Q◎
"
)
.に

は
、
佛

人

q
①
欝
苧

蜀
蜀

β
o
o
δ

q
①
営

団
霞
o
羨

o
の

一
行

を
乗

せ
た

探

検

翻
船

が
、
封
島

海

峡

か
ら

鰍
人

と

し

て
最

初
6

日
本
海

入

り

を
試

み

、
澹

海

州
方

面
を

探

検

の
後

、
南

下

し

て
宗

谷
海

峡

に
出

た

。
欧

人

の
同

潅
峡

通

過

は
之

が

は
じ

め

て

で
、
此

れ

か
ら

後

8
蟄
団
霞
o
⊆
m
o
三潅

峡

と
し

て
海

外

サ

に
知

ら

れ

る
忙

至

つ
た

理
由

も

こ

こ

に
あ

る

の
で
あ

る
。
ピ
蟄

男
鶏

O
塁

①

、

一
行

は
別

に
本

土
寄

港

の
跡

を

の
こ
し

て
は
居

な

い
。

-

み

一
と

れ

よ
り

先

き

、
露

國

は
南

下
を

企

て
、

十
七

世

紀

の
末
頃

か
ら

我

が

漂
流

民
を
介

し

て

日
本

語

を

学

ん

で
居

た

が
、'
寛

政
四
年

(
嵩

露

)

九
月

'

に
・至

り

、

使
笛
騨
P
・　丙
・
8
欝
踏
塁
夢
昌
β

が
、
.女

王

エ
カ

テ
リ

ナ

ニ
世

の
命

を

奉

じ

、
通

詞

及

び
幸

太
夫

・
小
市

・
磯

吉

の
漂

流

民

生
存

者

三

名

を
俘

い
、

エ
カ

テ
リ

ナ
號

に
乗

つ

て
根
室

に
來
航

し
た

。

一
行

は

季
節

の
關

係

で
根

室

に
越

年
す

る

の
や

む
な

き

に
至

つ
た

が
、
報

に
接

し

て
松

前
藩

が
同

地

、

も

ほ

た

派
遣

し
た
藩
吏

の
う
ち

一
工
藤

李
右
衛
門

d
米
田
右
衛
門
及

び
醤
師
加

藤
肩
吾

の
三
名

は
、
露
人
と
坐
-藏
ヒ

わ
た

る
折
衝

の
機
会

に
恵

ま
.れ
、
そ

の
結
果

一
通
り

の
露
語

と
外
人
鷹

待

の
要
領

に
通
す

る
こ
と
・が
,出
來

、
こ

れ

が
績

い
て
來
航

し
た
英
國
船

の
懸
待

に
役
立

つ
貴

重
な
経
瞼
と
な

つ
た

,

の
で
あ

る
。

ち

次
ぎ

に
英
吉
利

と
北
.海
道
と

の
關
係

は
、
b
農

白
籠
岩

に
お
く
れ

る
四

年

の
寛

政
八
年

(
嵩
㊤
3

八
月
虻
田
寄
港

の
英
船

国
邑
O
<
峯
①
β
8

號

に
始

。

ま

る
。

こ
れ
は
英
國
海
軍

の
派
遣

に
か
か
わ
る
日
本
近
海

探

槍

船

で
、

…

宅

.
犀

頃
円
勘

σQ
げ
8
昌

の
揖
揮

の
も
と
百
飴

名
を
以

で
、
前
年
母
國

の
港

を
出

航

し
、
南
海

の
探
槍

か
ら
北

上
し

て
虻

田
に
來
た
も

の
で
あ

る
。
松

前
藩

吏
が
幕
府
當
局

の
尋
問

に
答

之
た

「
鼠

末
書

」
に
よ
れ
ば
「
八
月
+

四
日

功
暮
方
異
倒
船

ア
ブ
タ
沖

合

に
碇
泊

に
冠
、
急
飛
脚
を
以

て
ヱ
ト

モ

(
今

の
室
蘭
し

止
宿
中

の
家
老

松
前

左
膳

に
報
告
、
左
膳
は
夜
通

し
で

ア

・

ブ

タ

へ
到
着
、
早
速
家
來
を
異
國
船

に
派

し
た

の
で
あ

る
が
、
そ

の
模
様

は
前

記

「
顛
末
書

」
の
原
文

に
よ
れ
ば
、

融

ノ

メ
ハ

右

攣

船

爲

二
見

屈

一、吐
家

中

之

者
爾

人
差

遣

候

腱
、

一
向

に
言

語

不

二
相

,

分

一候

{間

、
旧早
速

急

〃飛
㎜脚
を

以

、
薪

狭

{寸
方

へ
一致
二
注

吐進
一候

。

ぬ

、
と
あ
る
摩
寛

永
二
十
年

に
厚
岸

へ
寄

航

し
た
和
蘭
…船

に
り

い
て
は
、
異
國

一

人
と

の
鷹

待

の
模
檬
が
明
ら
か
で
な

い
が
、
何

れ
は
手
偉
似

で
問
答
を
交

融

わ
し
た
棄

意

讐

れ
ゑ

笛

の
場
合
は
、急
飛
脚
の
注
進
に
よ
り
↓

派
遣
入

物

の
詮
衡

が
行
わ
れ
、
智
抽政
四
年

に

β
2
留
量
鉾
β
霞

鷹
接

の
経
瞼

を

竜

つ
工
藤
李
右
衛
門

、
米
田
冶
循
門

、
加
藤
肩
吾
等
タ
急

派
さ
れ
た
ρ
三

.

名

は
八
月
廿

五
日

の
朝

、
羽
織
、
野
袴
め

い
で
た

ち
で
、
.
家
來
を
召
連

れ
、

ユ

蝦
夷
舟

三
艘
を
以

て
異

國
船

に
乗

つ
け
、
署
師
加
藤

肩
吾

が
通
詞

の
帥労
を

の

　

匠

つ
た
。
前

記

「
顛

末
書
」

に
よ
れ
ば
彼

の
報

告
は
吹

の
通
り

で
あ
る
。

私
ど
も
螢

船
え
乗
移
候
庭

、
攣
入
頭
分

「
カ
ビ
ク

ン
・
フ
ラ
ツ
ノ
ヤ

ニ

ツ

ク
」
。、

「
イ

ワ

ン

。
ワ

ワ
ウ

ィ

ナ

ヘ
ル
ト

ル

ナ
」

、
「
ア
ヒ

ツ

7
ラ
●

マ
ッ

チ
」
罷

出
、

私

共

え

腰
掛

を

差

し
出

し
、
螢

人
頭

分

三

人
も

腰
掛

一

え
直

り

、
其

後

攣

人
共

、
私

甚

二
人
之

前
後

左
右

を
武

器

を

以

相

園
罷

在

候

。



異
國

人
三
名

の
名
前

の
報
皆

に
よ

つ
て
も
分

る
通
り
如
何

に
も
・心
細

い
英

・闘

候

は
、
此
庭

に
當
年
越

年
致
間
敷

哉
と
、
種
妥

申
聞
候
得
共
《

決
而

語

の
受

取
り
方

で
あ
る
。
尤

、
此

の
虻

田
入
港

の
英
般

国

O
〈
峯
①
β
8

號

に
蓄

く
れ

る
十
二
年
、
文
化
五
年
(
H
Q◎
O
Q◎
》
に
、
同
じ
ぐ
英
船

掲
げ
器
8
昌
.

號

が
長
崎

に
入
港

し
た
際

、
同

地

の
和
蘭

通
詞

に

一
人
も
英
語
を
解
す

る

者
が
な
く
、
儒

に
大
き
な
行
き
違
私

が
起

リ
ハ
長
崎
奉
桁

等

の
自
匁
と
な

つ
た
事
を
考

え
併

せ

る
と
、
此

の
程
度

の
ζ
と
ば
北
邊

の
蝦
夷

地
と
し

て

は
無

理
か
ら
ぬ
事

情
と
同
情

さ
れ

る
ゐ

露
西
亜
語

を
以

で
露

人
と
鷹
接

の

輕
験

を
活
用
し

て
、
加
藤
肩
吾

が
巧
み
に
蝦
夷

地
來

航
の
目

葡
を
乗
組
員

.の

一
露
人
か
ら

明
ら

か
に
す

る
を
得
た

の
は
寧

ろ
望
外

の
幸

と
も
云
う

べ

き
で

あ
「ろ
う
。

、

β

け

'
、

私
相
尋
候

は
、
何

れ
之

國

の
船

に
候
哉
、
ヲ

ロ
シ
ヤ
船

に
而

は
無

之
哉

.
㌔
と
申
候
塵

、

ア

ン
ゲ
リ

ヤ
の
船

の
由
相
答
申
候

。
尤

ヲ

ロ
シ
ヤ
人

一
人

乗

合
罷
在
候

に
付

、
右

ヲ

ロ
シ
ヤ
入

を
呼
出
し
、
通
詞

爲
致
、
相

尋
候

は
、
何
之
用

に
有
之
此
所

之
参
候
哉
。
委

細
可
申
達
旨
申
述
候
虞

目
蟹

ち

入
共
相

答
候

は
、

カ

ン
ト

ン
之
商
費

に
参

り

候

由

に
而

、
.當

四

丹

ア

ン

ゲ

リ

ヤ
出
船

、
南

ア

メ
リ

カ
の
内

ハ
ラ

シ
リ

ヤ

え
菩

船

、
夫

よ

り

イ
ゥ

ワ
ゴ

ウ

ラ

ン
デ

ヤ
え
参

り

、
夫

よ
り

北

ア

メ
サ

カ
の
酉

ヱ
リ

ホ
ゥ

リ

ニ

ヤ

之
参

り

、
夫

よ
り

カ

ン
」ト

ン
え
参

り
僻
臥道

、

周
本
南

海

に

て
大

荒

に

出

合

、
既

に
船

も

危

く

、

猫

叉
薪
水

不

足
致

し
、

此

所

え
漂

着

仕

り

、

右

薪

水

取

入

次
第

、

早
速

掛
船

可

仕
旨

相

答

候

。
,
依

而
船

中
乗

組

人
敏

幾

人
有

之

哉

と

相

尋
候

庭

、
.
人

籔

之
義

は

百

十

人
、

内
女

一.人
。

,右

女

は
幽小
船

頭

女

房

之

由

。
且

叉
荷

物
之

義

承

り

候
庭

、
茶

、
砂
糖

、

多
葉

粉

、
萎

、

皮
類

、
其

外

種

々
積

入

候
由

に
御

座

候

。
叉

た
私

共

よ
り

申
ー

ト
滞
船

難

相

成
旨

申

候

。

左
候

は

ば

ニ

ケ
月

、
三

ケ
月
も

差

留

り

可
申

旨

、

色

々
申

聞
候

得

共
、

左
様

致

候

て
は
、

カ

ン
ト

ン
之
参

り
商

費

仕

り
、

添

國

え
瞬

り

候

に
、
甚

だ
逞
成

候

間

、
N今

四

五
日
順

風

見

定

め
、
出

船

/

箔
可

仕

旨
申

聞

候

間

、
,罷

蹄

り

、
左

様

申
達

候

。

、

、

、
「

,

英

船

來

航

の
目

的

は
以

上

の
通

り

で
あ

る

が
、

こ
れ

は
表

面

止

の
理
由

レ

で
、

探
槍

,・
測

量

が
そ

の
主

目

的

で
あ

つ
た

事

は

.
O
還

言
冒

切
ぎ
信
磯
げ
凧

ゆ
o
昌

が
後

に
至

つ

て
著

し
た
庭

の

く
蟄
図
蟄
σq
①
o
h
U
尻
o
o
<
曾
矯

げ
o
皆
ぽ
Φ

,男
蟄
9
津
。

0
8

書

に

明
ら

か

で
あ

る
。
頃
据
o
年
σq
黒

o
臥

は
此

の
機
会

に
北

部

日
本

地
圖

を
爲

す
乏

と

を
許

さ
れ

、

そ

の

返

禮

と

し

て

σ
越

歴
該
}

、
O
o
o
犀

の
航

跡

を
示

す

世
界

地
圖

を
鱈

つ

て
居

る
。
英

船

は
滞

留

二

週
間

、

マ
.

-
薪

水

の
補

給

・
船

罷

の
修

理

、
滑

海

⑳
測
量

等

を
行

い
、

偶

々
病

硬

t
た

舘

,

蒙

兵
登

碧

β

轟

内

の
小
島

握

葬

し

て
、.
二
+
九
日
に
千
島

に
向

一

つ

て
出
帆

し
た

。

、

ノ

参
考
ま

で
耽
當
時

の
人

々
の
外
國

忙
封
す

る
智
識

の
程
度
を

,

「
蝦
夷

、

劃

紙

」
(盤

臨

智
)
に
求

め
て
み
る

.

'

、

、

「
…

-
暗

に
考

ふ

る

に

ヱ
ゲ

レ
.
ス
國

の
所
領

は
北

ア
メ
リ

カ
に
二

十

五

ケ
國

あ

り

.-
此

國

よ
り
舟

を

出

し
、

西

北

へ
馳

せ

、

カ

ム
サ

ス
カ

に

て

赤

人

ど

も

へ
尋
問

い
た
し

、
蝦

夷

地
遽

よ
り
西

南

印
度

國

の
所

領

へ
往

返
す
る
な
ら
ん
・
加
薯

吾
(註
紬

藷

吾
憲

待
簿

、
量

り
カ
ン
・

ト

ツ

へ
行

く

志

答

へ
た

ウ

。

カ

ン
宰

ン
は
印

度
内

ス

モ
タ

ラ

の
地
名

に

・て
、・
即
ち
ゴ

ゲ

レ

ス
國

の
所
領

な

り

。

…
…

旨

・

○
欝
娼
言
冨

ζ⇒
尾
O
£

剛簿
O
鐸

は
、

璽
寛

政

九
隼

再

び

北
方

探

検

の
途

中

に



北
海
道

に
寄
港
し

で
居
る
。
彼

は
懊
胃

で
越
年

し
、

同

地
で
八
十
七
屯

の

・

ス
ク
ー

ナ
ー
船
を
買

い
と
と

の
え
、一
団
き
く
峯
①
昌
◎
①

號
と
二
艘

で
再

び
北

方
探
検

に
向

つ
た

が
、
途
申

聞
同
O
ぐ
峯
O
昌
8

號
破
損

の
爲

、-ス
ク
ー

ナ
ー

…船
に
乗
換

え
、
人
員
整

理

の
後
三
十
四
人

の
乗
組
員
,で
、
潟
本
本
土

に
滑

う
て
太
亭
洋

を
北
上

し
、
寛
政

九
年

(
昌
㊤
司
)
七
月

ヱ
ト

モ

(
現
在

の
室

、

蘭

)

に
入
港

し
た

の
で
あ
る
。

「
東
蝦
夷

地

ヱ
ト

モ
乏
漂
着

蟹
船

一
件

」

に
よ
れ
ば
、
異
國
般

が

ヱ
ト

モ
ベ
漂
着

し
た

の
は
七
月

十
九
日

の
夜

で
、

同

所

の
濯
上
屋
番
人
か
ら

の
報
告
、に
よ
り
、
急
飛

脚

が
城
下
表

に
差

立

て

ら
れ
、
前

年

の
維
瞼

を
以

て
、
工
藤
準

右
衛
門

、
加
藤
肩

吾
が
即
刻
出
獲

、

廿
六
日

ヱ
ト

モ
に
到
着
し
、
異

國
船

の
取
調
を
有

つ
た

。
そ

の
報
告

に
よ

る
と
、

右
船
乏

乗
移

り
候
廣
、
異
國
人
頭
分
ブ
ウ
ツ

ン
其

外
下

々
迄
、
去
年
参

、
り
候

ア
ン
ゲ
リ

ヤ
入
共
多
く
御
座
候
間

へ
何
用

に
而
何
國

へ
参
り
候
哉

、、

旦
其
許
共
本
國
何
月
何

日
致
出
帆
候
哉
之
趣
相
尋
候
虞

、
當

二
月
五
ぼ

ア

ン
ゲ
リ
ヤ
國

出
帆

、、
ハ
ラ

シ
刀

ヤ

へ
参

り
、
夫

よ
リ

ノ
ー
ワ
ヤ

コ
ゥ

ラ

ン
テ
ヤ
え
参

め
ー、
夫
よ
リ
ノ支
那

カ
ン
ト

ン
之
商
費

に
参

り
候
道

に
て
、

水
木
切
ら
し
、
右
辮
用
仕
度

、
此
所

え
著
仕
候
旨
申

聞
候

。

前
年
同
様
v
支
那
關
東

に
商
費

を
す

る

の
が
目

的

で
あ

る
様

に
申
立

て
て

居

る
が
へ
彼
等

の
目
的
が
探
槍

に
あ

つ
た
事
は
疑

い
を
容

れ
な

い
。
伺

ス

ク

ー
ナ
隅
船
め

様

子
等

に
就

て
の
報
告
は
左

の
通
り
で
あ

る
。

,一
、
乗
合
人
数
三
十
四
人

、
積
物
米

、
多
葉

粉
、
砂
糖
、
委

粉
等
積

入
,

、候
。
器
物

は
唐
物

之
品

多

々
有
之
候

。其
外
唐

本

の
四
書
相
見

へ
・甲
候

。

一
、
雁

十
四
朋

、
琢

四
疋
、
鶏

二
十
朋
斗
り
、
犬

一
疋
相

見
申
候
。

・

蝸
、
去
年
鰯
帆

之
節

・
、南
部
領
三
日
、
仙
馨
領

二
日
、
/
房
州

二
日

、
上

総

一
日
、
夫
よ
り
四
國
之
内
(
阿
波
等

致

一
見
候
海
岸
之
緯

圖
面
取
り

出
し
爲
見
、
並

に
別

に
細

雷

に
而
彩
色
致
し
、
國

々
の
名
を
日
本
詞

に

而
相

記
置
爲
見
申

候
。

一
、
攣
薔

に
て
長
崎
よ
り
江
戸
・迄
之

町
圖

、
並
日
本

詞

に
て
地
名
等
互

細

に
相

認
爲
兇
申

候
。
此
圖
如
何
致
所
持
有
之
哉
之
趣
相
尋
候
庭

、
阿

蘭

カ
ピ
タ

ン
に
附

参
り
候
署
師
あ
ら

は
し
候
書
之
由
申

候
.
右
書
之
内

、
・

日
本
詞
多
も
書
き
記
し
、
私
共

へ
爲
読
聞
申
候
。

O
倦

夢
貯

国
円
0
5
σq
澤
o
昌

は
奮
知

の
よ
し
み
を
示
し
、

ス
ク

ー
ナ
ー
般

内

の
案
内
な
ど
を
し
た

が
、
工
藤

・
加
藤
等
松
前
藩
吏

は
、、
前

回

の
如
き

親

し
み
を
以

て
接

せ
す
、
監
硯

の
手
を
ゆ
る
め
な

か
つ
た

。

一
方
、
下
國

一

武
・
薪

谷
藝

奮

門

山
碧

衛
門
を
は
謬

と
毛
、
馨

、
組
足
輕
、
紹

同
勢

三
百
入
程

で
内
浦
轡
岸

ヱ
ト

モ
に
五
里
の
距
離

に
あ
る

サ
ワ
ラ
に
著

し

、.
「
翌
朝

日
和
次
第

ヱ
ト

モ
に
渡
悔
し
、
異

國
船
を
打

崩
し

、
手
鹸

る

時
は
組
打

に
せ
ん
と

て
、
武

具
を
飾
り

、
甲
斐

々
タ
し
き
勢

」
(蝦
夷
草
紙

に
ょ
ろ
)

を
示
し
た
虞
、
同
船

は
形
勢

を
察
知
し

て
、
閏

七
月

二
日
に
帆

を
上
げ

て

ヱ
堅

モ
を
娼
嚢

、
津
輕
海

挾
を
経

て
西

に
立

去

つ
た

。
松
前
勢

は
異

國
船

に
所
謂

「
遠
眼
鏡
」

の
備

え
が
あ
り
、
・乏

れ
に
よ

つ
て
形
勢
豫

知

の
結

果
帆
出
し
た

こ
と
を
知
ら
す
、
ト
筆

に
よ

つ
て
占

つ
た
も

の
之
推

定
す

る
。も
あ
り
、
加
藤
肩
吾

が
内
通

に
よ
る
と
考

え
を

ま
わ
す
者
も
あ

っ

た

。
爾
此

の
時

の
調
査

に
よ

つ
て
作
域

さ
れ

た

地

圖

を

団
①
霧
賢

一
行

が

携

之
て
再
び
内
浦
灘
を
訪

れ
て
い
㌦る

の
は
感
慨

深

い
。
こ

の
様

に
北

の
、松

前
領

に
は
、
寛
政

八

戸
九

年

と

ニ

ケ

年

に
ま

た

が

つ

て

O
蟄
娼
酔
鑑
鐸



ア

ノ

願
噌
o
口
σq
ぼ

o
昌

が
漂
着

を

装

っ
て
來

航

も

て
ゐ

る
時

、
南

、
長

崎

に

は
へ
,、

類

●
塑

Oa
甘
Φ
頓
欝
詳

を
船

長

と

す

惹
米

船

国
犀
N
9
號

が
、
寛
政

九

年

十

年

ノ

髄
と
連
績

の
來

航
を
試
み

て
ゐ
た

。
徳
川
幕
府

の
和
薦
語

の
み
に
依
存
す

る

從
來

の
方
針

を

一
郷

し

て
、
英

学

に
封
す

る
見
解
を

時
代

に
即
せ
し
む

べ

き

は
當

に
此

の
時
機

で
は
な
か

つ
た
ろ
う
が
。

、

第

二
章

黎

胆

期

の
英

學

欄

日
本
英

学

の
恩
入

閑
蟄
昌
鑑
9

臼
零
餌
O
昌
鑑
9

千
島
列
島
近
海
測
量

の
た

め
來

航
し

て
、
幽
囚

の
身

と
な

つ
売
露

西
亜

⑳

図
蟄
官
葺
β

Q
o
ざ
く
昌
貯

の
事
件
も
、
文
化
十
年

(
日G◎
届
)

に
は
落
着

し

て
、
露

國
と

の
紛
擾
も

一
段
落

が
つ
"
た

が
、
我

が
國

の
滑
海

、
殊

に

北
海
道
近
海

に
出

湊
す

る
外
國
船

は
年
と
共

に
増
加
し
、
從

つ
て
薪
水
を

求
め
、
暴

風
雨
を
避

け
て
、
各

地

の
港

忙
寄
港
す

る
船

の
敏
も
次
第

に
増

し
て
來
た
。
當
時
北
太
李
洋
方
面

に
出
動
め
英
米
捕
鯨
船

だ
け
で
百
隻

を

超

え
て
ゐ
た
と
傳

之
ら

れ

て
ゐ
る
。

こ
れ
は
欧
米

の
捕
鯨
業
者

が
活
躍

の

舞
憂
を

、
大
西
洋
方

面
か
ら
此

の
方

面
に
移

し
た
事

に
よ

る
も

の
で
あ

つ

た

。
r弘
化
三
年

(
昌
躍
㊦
、
五
月
、

エ
が

ロ
ブ
島

で
松
前
藩

の
手

に
よ

つ
て

救

助
さ
れ
、
翌
.弘

化
四
年

六
思
長
崎

に
逡

ら
れ
た
七
名

の
米

人
も
、
調
査

の
結

果
、
米
國
捕
鯨
船

8
ヨ
苺
Φ
琴

①

號

の
乗
組
眞

で
あ
る
事
が
判

明
し

・
た
。
績

い
て
嘉

永
元
年
(
μ
Q◎
窃

)
五
月

に
は
、同

じ
く
米
國

捕
鯨
船
8
ρ
σq
o
号

エ

ラ

マ
チ

號

の
乗
組
員
た

る
十

五
名

の
米
人
が
、
津
輕
海
峡
近
く

の
江
良

町
村

に
於

.
て
松
前
藩

の
救

助
を
受

け
.

つ
い
で
長
崎

に
逡
ち
れ
た

が
、
此

の
申

に
利

・
尻
島
字

ノ
ツ
ヵ
に
薯

↓
た
米
△

名
が
忽

ら
れ
た
。
此
2

名
粟

人

こ
そ
は
日

本

英

学
・史

に
於

て
忘
れ
る

事

の
出
來
な

い
地
位
を

占
め
る

剴
蟄
髭

幽

昼

旦

8

豊

で

あ

る
。

6

・

賃
卸
名

o
謬
巴
餌

.は

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

ん

の
父

ど

ア
メ
塑

切

・
イ

ン
デ

ア

ン
の

母

の
聞

に
生

ま
れ

た
運

命

の

子

で
、

長

じ

て

一
人

の
婦
κ

と
懸
敷
「問

一
題

が
生
じ
た
時

、
彼

が
イ

ン
デ
ア

ン
の
血
を
び

壌

居

る
と

云
う
事
が
妨

げ

と
な

つ
て
、
彼

は
此

の
結
婚
を
断
腸

の
思
を
以
て
あ
き
ら

め
な

け
れ
ぱ

な
ら
な
か

つ
た
。
偶

々
東

洋

の
孤
島
日
本

に
關
す

る
多
少

の
.智
識
を
持

つ

て
居
た
多
感

の
青

年

寓
ぎ
侮
O
β
鑑
侮

は
、
太
李
洋

の
彼
方

に
眠
る
孤
島

日

本

へ
渡

航

の
決

心
を
固
め
た

の
で
あ
る
.
新
ら
し

い
天
地
に
於
け
る
彼

の

希
望

は
、
近

い
將

來

に
開
か
轟
る
筈

の
日
米
通
商

の
際

に
、
通
課
と
し

て

「

活
躍
す

る
事

に
あ
つ
」た
も

の
の
様

で
あ

る
。

磁

　

彼

は
旧

本
渡

航

の
手
段

と

し
で

船

員

に
な

る

事
を

考

え

、

一
八

西
五

年

一
.

(・我
が
弘
化

二
年
)
に
捕

鯨

船

団
ξ
唐
o
"
跨

號

に
乗

組

み

、

一
八

四

八
年

(
我
が
嘉

永
元
年
)

の
春

に

は
、

二

十
四

歳

の
青

年

と
し

て
憧

憬

の

日
本

海

に
到

リ

ビ
船

長

の
了

解

を

得

て
、

母
船

か
ら
孤

舟

に
移

〃

、
自

ら

の
手

で

母
船

と
孤
舟

を

つ
な

ぐ

綱

を
断

ち
切

り
た

,
そ

の
場

所

は
實

に
北
海

道

の

近
海

で
あ

つ
た

。・

レ
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酔
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Φ
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ξ

宅
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H

穿

声
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邑

蕗

豊

・H

鴎①
洋

貯

警

Φ

8

巳

感

。

・。ぎ

謎

、旺

⑦
◎
酔誉

契

毒

暮

ξ

篭

び
霞

。,啓

θ
σq

守
o
岩

序

①
甫
自
①

ぼ
憲

乙

ζ

9

鴛
駐

o
既
唐
嘱

8

日
擁
銭

①
μ

ζ
れ

は

彼
が

親

般

と

の
別

離

の
苦

衷

を

物
語

つ
た

端

的

な

述

懐

で
あ

る



が
、
側

々
と
し

て
胸
を
う

つ
も

の
が
あ

る
。
七
月

二
日
利
尻
島

に
漂
着
、

宗

谷
勤
番
所
か
ら
松
前
表

に
ま
～わ
さ
れ
、

一
慮

の
取
調

の
後

江
良

町
村
漂

、

着

の
米
人
十

五
人
と

一
緒

に
長
崎

に
講
逡

さ
れ
た

の
は
十
月

の
申

旬
で
あ

つ
た
。
.翌
嘉
永
二
年

食
G◎
恥
唄
)
四
月

に
漂
流
米
人
引

取
り

の
た
め
に
米
蹴

軍
艦

舅
器
乞
①
號

が
長
崎

に
入
港
す

る
迄

の
孚
歳

、
幽
囚

の
身
を
以

て
特

に
許

さ
れ

て
長
崎

の
通
詞
達

に
英
語

の
敏
授
を
行
う
と
共

に
、
海

外
事
情

の
智
識

を
も
與

え
て
居
る
。
こ
れ
よ
り
先
き
徳
川
幕

府
は
英
語

の
必
要
性

を

痛
感
'し
て
、
長
崎

の
和
蘭
通
詞
達

に
和
蘭

語

の
外

に
英
語

の
習
学
を
命

じ
、
通
詞
達

は
丈
化
六
年

(
H
Q◎
○
㊤
)
ま

り
、
英

語

の

研

究

を

和

蘭

人

蜜

骨

O
o
o
犀
犀

o
匿
げ
o
庸

に
つ
い
て
始

め
る
に
至

つ
た

。
本
邦

に
於
け

る

英
学
研
究

の
曙

は
と
こ
に
始
ま
る

の
で
あ
る
が
、
和
蘭
式
震
音

の
指
導
を

う
け
た
た

め
に
、
彼
等

の
英
語

は
英
米
人

の
耳

に
は
實

に
異
様

に
き

こ
え

あ

た
ら
し
く
か

目
き

α
o
β
三
q

も
彼

の
鷹
接

に
當

つ
た

和
蘭
通
詞
森
山
榮
之

助

の
英
語
を
、

国
宏

娼
き

實

β
o
影
菖
o
β

≦
器

娼
Φ
o
自
口
蟄
昼

ヒ

と
評
し

て
居

る
。
從

つ

て
此

の
和
蘭

流

の
獲
音

を
米

國
式

に
修
正
し
て
本

格

的
な
英
語
敏
授

に
よ

つ
て
日
本

に
正
統

英
学

の
種

子
を
お
ろ
し
た
所

の

恩

人
は
、
北
海

の

一
孤

島

利

尻

に
漂

着

し

た

米

國

青

年

剴
碧

鑑
q

嵐
欝
o
餌
o
β
鈴
Ω

に
外
な
ら

ぬ

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
實

に
、

我

が
國
英
単
史

上

に
於

て
、
亀特
筆

大
書

さ
る
べ
き

事
柄

で
あ
る

。
此

の
時

旨
き
働
O
謬
呂
働
の

敏

え
を
親

し
く
受

け
た
者

は
、
森
山
榮

之
助
、
本
木
庄
左
衛

門

等
通
詞
中

・

の
学
才
+
四
名

で
あ
る
が
、
後

に
箱
館

の
英
學
創
始

に
貢

献
す

る
と

こ
ろ

大
な

る
名
村

五
八
郎
、
堀

達

之

助

の
二
名

を
そ

の
申

に
見

出
す
事

は
、

、

寓
き
9
0
§

峯

と
漂
着

地

「
北
海
道

」

と
を
結

ぶ
絆

と
し

て
感
慨
深

い
も

の

が

あ

る

潭

'

、

,
・

虚

-

i

二

〇
〇
琴

O
q
O
目
①

男
①
罎

楼

の

箱

館

來

航

-
、

/

安
政
元
年

(H。・置

。
§

昏

塞

穿

鼎
乙

再
訪
に
よ
つ
で
・
徳
埋

幕

府
ぱ
途

に
意

を
決

し
て
、
紳
奈
川
條
約

の
締
結

を
断
行
し
、
箱
囎

は
下

田
と
並

ん
で
開
港

さ
れ

る
事

に
な

つ
た

。
米
國
漁
船

の
漂
着
繁

き
北
海
道

に
訣

乏
品

の
供
給

壱
、
漂
流

米
國
漁
民
保
護

の
た

め
に

一
港

を
開

く

こ
と

は

団
Φ
目
ξ

の
強

い
要

望

噸
あ

つ
た
。
彼
は
神
奈
川
條
約

の
成
立

と
共
に
、
'

箱
館

港

の
調
査

を
企
圖
し
、
翌
四
月

に
は
軍
艦

五
隻
を
指
揮

し

て
北
上

の

途

に
つ
い
た

の
で
あ

る
。
米
艦
來
航

の
報

に
接
し
た
松
前
藩

は
、
狼
狽

の

一

中

に
も

準
備

を
整

え
、
家
老
松
前
勘
解
由

、
用

人
遠
藤

叉
左
衛

門
以
下
を

85

鷹
接

掛
と
し
、
嚴
重
な
警
衛

の
申

に
異
國
船

の
入
津

を
待

つ
た

。
先
稜

の

一

嵐
零

、o
亀
o
邑
彗

＼
<
導

魯

崔
3

0Ω
2

ゆ
鼠

B
営

o
β

三
隻
が
、
勇
姿

を
箱
館

、
沖

に
あ
ら
わ
し
た

の
は
四
月
十
五
日

で
、
野
袴

・
割
勿
織

に
身

を
固

め
た

鷹

接
係

の
代
島
剛
亭

、
蛯
子
吹
郎
等
は
早
速

小
舟

を
仕
立

て
て
、
來

航

の

米
艦

に
趣

い
た
.
団
φ
旨
同

の
旗
艦

用
¢
宅
ぽ
暮
蜜
買

'が
入
港
す

る
ま

で
の

一
週
間

を
、
專

ら
此

の
三
隻

の
鷹
接

に
當

つ
た

の
で
あ

る
が

、
そ
め

時
の

實

況
は
、
蛯

子
由
本

の
筆

に
な

る

「
松
前
勘
解
由
殿
御
用
記
爲

」
に
よ

つ

・

て
片

辱鱗
を
覗

う
事
が
出
來

る
。

》

豊

九
ツ
時
興
二
番
入
津

ノ
夷

船

よ
り
橋
舟
戴
艘
.へ
小
旗
相
立
多
人
敏
乗

組
山
背

泊
藁
場

へ
向

漕
寄

上
陸

可
致
様

子

二
付
験
而
相

詰
居
候
固
人
敏

」
罷
出
上
陸

致
聞
敷
旨

手
眞
似

に
而

相
制
候
盧
直

二
式
艘
共
沖
之
方

へ
漕



皆

.

ノ

,
出
辮
天
崎
之
方

へ
向
漕
参
候
に
付
不
取
敢
遠
藤
叉
左
衛
門
藤
原
主
馬
爾

人
之
者
辮
天
崎

へ
差
遣
見
分
爲
致
候
庭
内
澗
之
方

へ
乗
入
候
様
子
之
趣

注
進

二
付
猫
叉
石
塚
官
藏
關
央
其
外
鷹
接
方
等
沖
之
月
役
所
え
相
詰
候

庭
無
程
同
所

へ
漕
寄
候

汽
付
固
人
数
罷
出
致
上
陸
問
敷
旨
季
眞
似

二
而

相
制
候
得
共

一
向
聞
入
不
申
両
艘
共
同
所
上
り
場

へ
漕
付
上
陸
い
た
し

、候
に
付
代
島
剛
平
罷
出
沖
之
ロ
役
所

へ
案
内
致
候
庭
船
長
鎧
之
夷
人
三

人
紺
羅
紗
之
頭
巾
同
筒
袖
同
股
引
着
用
爾
肩
先

べ
金

二r而
房
様
之
も
の

相
懸
ケ
居
劒
を
帯
罷
在
外

二
着
股
同
断

二。而
肩

二
飾
無
之
劒
も
帯
不
申

異
人
壼
人
付
添
合
四
人
罷
通

7
9
肌
着
座
迷
惑

二
付
腰
掛
ノ
者
貸
呉
候
様

仕
形

い
た
し
候
に
付
有
合
候
机

へ
毛
蔑
を
掛
差
出
賑
接
之
者
罷
出
上
陸

之
次
第
相
尋
候
虚
附
添
候
異
人
筆
墨
を
講
暫
時
筆
談
に
及
候
得
共
事
情

確
ト
相
分
蓑
候
趣
尤
鮮
魚
野
菓
等
求
度
趣

二
付
承
知
之
旨
相
答
候
庭
異

人
共
至
極
李
穏

二
而
豊
八
ツ
時
元
船

へ
致
邊
去
候
…
…

こ
れ
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
通
り
、
言
語
は
全
く
通
ぜ
す
、筆
談
も
難
航
で
、

僅
に
手
眞
似
を
以
て
用
を
辮
李
る
有
様
で
あ
つ
た
。
前
述
の
御
用
記
舞

「
一
番
慮
接

」

の
中

に
も
、

、
、

年
頃

五
十
饒

に
も
相
成

可
申

哉
船
長

に
も
可
有

之
か
紺
羅

紗
筒
袖
同
色

の
股
引
着
用
致

し
居
候
も

の
罷
出
腰
掛

へ
坐
を
占
頻

に
何
か
申

述
候
得

共
言
語

一
切
相

分
不
申

メ
リ
ケ

ン
と
申
事

の
み
相

分
候
外
何

事
も
通

し

不
申
候
船
之
名
類
船
之
槻

子
乗
組

人
数
等
手
眞
似

致
し
柑

尋
候
得
共

分

り
不
申
様

子
に
有
之

へ

、

p

～

と
記
さ
れ
で
あ
り
、
手
眞
似
鷹

答
も
容
易

で
な
か

つ
た
様

で
あ
る
。
此

の

「
御

用
記
爲

」
に
ポ

る
と
、
米
艦
側

の
希
望

に
憲

じ

て
、
薪

・
水
は
勿
論

魚
類

㎏
野
菜

類
な

ど
を
與

え
た
と
報

告
さ
れ

て
居

る
が
、
何
れ
も

「
武

番

入
津

之
異
船

に
而

は
水
桶
大
小

三
十
六
渡
遣
是

に
て
蓮

呉
候
様
仕
掛

い
た

し
候
」
と
か
、
「
右
船

に
も
薪
水
遣
臭
候
様
手
眞
似

い
た

し
候

」
の
如
く
、

言
語
を
通
じ

て
の
了
解

で
は
な
か

つ
た
。

、

,
。
四
月
廿

一
日
に
は
、
O
O
塁
目
O
自
O
H
O
男
魯
靖

が
旗

艦

弓
O

萄
昼
暮
蜜
昌

に
坐
乗

し
、
自
駐
石αヨ
巴
b
b
一
を
從

え

て
入
港

し
た

。
同
日

の

「
御

用
記
爲

」

に
よ
れ
ば
》

ウ
リ

ャ
ム
ス
と
申
異

人
佃
本
語

に
而
種

々
申
聞
確
込
聞
取
襲
候

と
通
詞

ウ
リ
ヤ

ム
ス
の
日
本
語

が
仲

々
分
り
袋

ぬ
た
事
を
率
直

に
記

し
て

居

る
。
"然

し
彼
等

の
領
解

し
得
る
日
本
語
も
相
當
あ

つ
た

こ
と
は
次

の

一

女

か

ら

想

像

さ

れ

よ

う

。

、

.

、

一

日
本
通
詞

三
畏
衛
廉
士

ウ
"
ヤ

ム
ス
と
謬
候
手
軋
差
出
日
本
語
を
以

一

86

通
挨
拶

い
た

し
浦
賀

に

て
御
渡
之
櫛

書
翰

は

マ
シ
』

昌
ア

ン
と
申
船

に

一

差
置
候
間
御
同

道
申
候

で
御
渡

可
申
旨
申

聞
…
…

、

,

尤
も
筆
談

の
方

は
●、
主

と

し
て
ウ
リ

ヤ
ム

ス
が
關
東

八
羅
林

に
話
を
し

、

羅

森
が

こ
れ
を
漢
文
,に
認

め
て
、
折
衛
し
た
も

の
の
様

で
あ
る
。

一
例

を

學
げ

る
と
、

現
今

如
所
示
政
府

未
令
回
答
之

不
可
輕
忽

群
官
会

同
商
議

々
定
而
後
答

乏

、

・

右
之
通
申
聞
候
所
於
席

上
ウ
リ

ヤ

ム
ス
ゐ
り
申
聞
候
次
第
廣
東
人
羅
森

認
差
出
候
書
面
左
,之
通

ー

本
大
臣
事
務
甚

多
不
能

久
時

…
…

'

、
、

団
露
曙

は
松
前
藩

主
自
身
慮
接

に
見

え
ぬ
事

を
不
満

に
思

い
、

叉
紳
奈



タ

コ

ト

コ

ロ

ら

ノ

肝
で
面
畿
の
鷺

御
徒
且
某

山
嚢

鄭
や
通
詞
.名
村
五
八
郎
が
、
北
上
,

し

て
來

て
籍
館

に
於

て
会
見

の
手
筈

に
な

つ
、て
居

・る

の
に
、

未

だ
.姿

を

現

、
さ

ぬ
と

と

に
薦

燥

を
感
.じ

て
督
た

井
幸

払
、
・
五
.月

五

日

の
朝

、
平

山
謙

吹

郎

は
支

配

御

勘
定

.の
安

岡

純

之
進

、
,蘭

学
者

武

.田
斐

三
郎

等

と

共

に
到

着

・翌

六
日

昏
沖

之

口
役

所

よ

り

小
舟

に
.て
米
艦

に
町

い
曹

態

接

に
當

つ
た

。

ー

此

の
時

に
蘭

学
者

武

田
斐

玉
郎

の
協

力

を
得

て
」
.使
節

船
・へ
の
書

翰

は
漢

文

の
外

に
蘭

文

を
も

添

え
る

こ
と

が

出
來

た

⑩
米

國

の
使
節

側

は

奉
山
等

、の
來
訪

に
ま

つ
て

一、鷹

わ

だ

か

ま
り

も
　解

け
、

叉
箱
館

港

及
び

内
浦

蕎

の
、・

具

え

て
・居

る
條

件

の
優

秀
な

る
事

を

知

ρ

て
繍
…足
も

し

た
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の
抜
翠

で
あ
ゐ
が
、
彼

等

の
箱
館
港

に
樹

す

る
見
解

を
察
知
す

る
に
足
ゐ
と

思
う
コ
叉
開
港

の
曉

に
於

て
.果
す

べ
ぎ
、

メ

け

ら

り

・
同
港

の
役
割

に
つ
い
て
ぱ
吹

0

面
文
が
之

を
明
瞭

に
し

て
居

る
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、聾
①
マ

の
。
0
聲

9

ぐ
9
0
9
辱
℃
彗

動

く
。
塁
ざ
呂

且
。・
。
彗

阜

塗
一ド

此

の
様

に
し

て
米
艦
は

一
鷹
來
航

の
主
目
的
を
果

し
隅
滞
在

二
十
四
日

,
の
後
、

五
月
八
日
箱
館
港
を
抜
錨
し
-て
再

び
下
田

に
引
返

し
た

。

'

各
村

五
八
郎

が
英
語
通

詞
と
し
て
此

の
北
阪

の
港

に
來
任
す

る
迄

は
、

英
学

の
曙
光

は
ま
だ

さ
し
そ

め
な

い
歌
熊

で
あ

る
が
、
神
奈
川
條
約

に
よ

っ
て
、
安
政

二
年

(
昌
Q。
騒

)
三
月
か
ら

の
開
港

が
決
定

し
、
次

麺
英
吉
利
.

,'
霧
西

亜
と
も
同
様

の
條
約
が
成
立
し
た
今

日
、

箱
館

は
北
海
道

に
於

け
る

英

学

の
稜

鮮
地
た
る

べ
き
蓮
命
(
、」否
馬

使
命

を
捲

わ
せ
ら
れ

て
居
た

の
で

あ
る
。

三

名
村

醒
八
郎

.
堀
達

之
助
と
英
語
稽
古
所

'
箱
館

の
開

港

は
當

初
薪
水

や
食
料
補
給
等

の
爲

に
過
ぎ
な
か

つ
た
が
、

來
港
船
舶

の
数
も

次
第

に
増
加
し
、
領
事

・
貿
易
事
務
官
等

の
止
宿

も
豫

想

さ
れ

て
居
た
だ

け
に
、
各
方
面

に
人
材

遊
求

め
て
止
ま
な

か

っ
悔
。
英

語

に
熟
達

し
た
人
物

の
必
要
も
そ
う
し
た
實
情
…か
ら
痛
感

さ
れ
る
虚

で
あ

を

つ
売

。
北
海
道
ー

ー
當
時

の
蝦
夷

地
一

ド

に
英
学

の
種
下
し

の
役
目
を
果

、.し

に
遙

穴
津
輕

の
海

を
渡

つ
て
來
た
通
詞
が
名
村

五
八
郎

で
あ
る
。
彼

が

利
尻
島

に
漂
着
し
た
米

國
青
年
-
男
蟄
β
錯
画
肖
器
き

β
巴
餌

の
十
四
弟

子

の

一
人
で
あ
る
事
は
既

に
述

べ
た
盧

で
あ
る
。
家

は
代
曳

長
崎

の
和
蘭

通
詞

で
、

五
八
郎

も
和
蘭
通
詞
と
し

て
身
を
立

て
、
傍

ら
英
語

、
露
語

め
脅
学

を
も
疎

に
し
な

か

つ
た

。
囹
o
霞
賢
來
航

の
際

、
浦
賀
表
に

於

て
之
が
磨
接

に
當

り
、
阿
蘭

陀
小
通
詞

並

の
資
格
を
以

て
、
名
村

五
八
郎
が
縦
横

の
活

　

ヨ

で

へ

躍

を
試

み
た

の
は
、
彼

が

冒
器
島
o
昌
呂
師
門

下

の
逸
足

で
あ

0
た
か
ら

で

あ
る
.
男
①
霞
同
が
箱
館

に
來

て
か
ら
も

、
彼

の
名
前

を
記
憶
し

て
、
李
山

謙

次
郎
乏
同
道

で
江
戸
表

よ
り
松
前

へ
來

る
日
を
待

ち
陀
び
、
松
前
藩
ゐ

磨
接

係
と
再

三
交
渉
を
試

み
て
居

る
。
從

つ
て
次
ぎ

の
回
答

を
得
た
時
は

非
常

に
落
膿

し
た

の
で
あ
る
。

'

・

、

日
冨
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爵
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象

試
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9

鋤
昌

b
日
Φ昌
罫
β

oΩ
ρ
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器

き
♪

<
9
●
.H

●
や

恥
。。
ト

彼

が
當

時

の
英
学
界

の
俊
秀

で
あ
つ
た
事

は
、
夙

に
嘉

永
年
間

に
於

て
森

山
榮
之
助
、
西
吉

兵
衛

、
槍
林
榮
七
郎
等
ど
協
力
し

て
、

「
エ
ゲ

レ
ス
語
.

辮
書
和
解

」
を
編
纂
し

て
幕

府

に
奉

つ
た

一
事

で
も
想
像

さ
れ
よ
う
。

安
政

三
年

に
名
村
が
騨

任
す
る
直
前

の
箱
館
港

に
於
け
る
外
國
船

出
入

の
歌
況
を

一
覧

す
ゐ
に
、
安
政

元
年
以
來
其

の
数
を
漸
増

し
來
り
δ
開

港

と
共

に
激
増

し
、
安
政
二
年
四
月

(
開

港

の
翌
月

)
か
ら
向
う

一
ケ
年

の

沓

計
は
米
國
軍
艦

つ
商
船

八
隻

、
英
國

軍
艦

画
商
船

二
十
隻
、
梯
國
軍
艦

四
隻
、
猫

逸
商
船

一
隻

の
多
歎

に
上
り
、
英
語

に
通
す

る
專
任
通
詞

の
居

ら
ぬ
事
は

一
犬
支
障
と
な

つ
て
來
た
。
當
時
此

の
地

に
は
、
団
Φ
罎
賢

來
航

の
節

、
亭

山
謙
次
郎
と
共

に
鷹
接

に
當
り
、
、專
ら
筆
談

を
憺
當
し
た
武

寓

斐
三
郎
が
居

て
、
英
学

の
研
究

に
精

進
を
重
ぬ

て
居
た
實
情

は
後

述
す
る

塵

で
あ
る
が
、
〕兀
來
斐

三
郎

は
此

の
道
を
專
門

と
す
る
者

で
な
く
、
又
特

に
会
話

は
得
意

と
す
る
盧

で
も
な

か

つ
た

の
で
、
松
前
藩

は
安
政
三
年

八

・
月
名
村

五
八
郎
を
招

い
て
、
箱
館
奉
行
支
配
調

役
下
役
格

に
任
じ
、
北

の

開
港
場

に
於

て
欧
米
入
鷹

接

の
衝

に
あ
た
ら
せ
た
。

一
方
奉
行
所

は
時
代

一一88-・



の
趨
勢
が
英

学

の
振
興
を
必
要
と
す
る
事
を
痛
感

し
、
五
八
郎

に
命
じ

て
、

職
務
の
傍
ら
奉
行

妄

配
な
ど
の
子
弟
を
募
つ
て
、
英
語
の
敏
授
を
な
さ

し
め
た
。

こ
の
目

的
は
主
と
し

て
通
講

の
養
成

に
あ

つ
て
、
英
語

一
般

の

研
究

で
は
な

か
α
た
が
、
、
兎
も
あ
れ
、
北
海
道

に
於
け
る
英
学

の
炬
火

は
、

實

に
名
村
五
八
郎

に
よ
つ
て
か
か
げ
ら
れ
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
實

に
幕

府

が
洋

学
所
開
設

の

一
年
後

の
事

で
、
庇

の
年
長
崎
奉
行

か
ら
幕
府
當
局
-

に
向

つ
て
英

学
漿
…働
方
を
願
出

て
居

る
事

や
、
幕
府
が
蕃
書

調
所

の
開
校

式
を
墨
げ

た

の
が
此

の
翌
年

で
あ
る
事
等
を
考

之
合
わ
せ
る
と
、
箱
館
奉

行

の
婁

断

を
奪
敬

せ
歩

に
は
居
ら
れ
な

い
。
文
久
元
毎

α
o。
曾
)
薪
築

の

ら

蓮
上
所
構
内

に
稽
古
所

の
談

け
ぢ

れ
る
や
}
五
八
郎

は
愈

々
後

進

の
養
成

に
力
を
致
し
、
英

学
勃
翼

⑳
重
責

に
任

じ
た
。
此

の
間

、
万
延
元
年

(
μ
Q◎

α
O
)
に
は
遣
米

使
節
新

見
豊
前
守

の
随
行

を
命

ぜ
ら
れ
、
箱
館
奉
行

支
配

定
役
格
通
詞

の
資
格
を
以

て
渡
米

し
、
冒
蟄
。
負
。
昌
蟄
崔

に
指
導

さ
れ
庚
彼

の
語

学
力

に

一
大
錬
磨

を
試

み
る
機
会

に
恵

ま
れ
た
,
蒔

に
年
齢
三

十
四

で
あ
る
。
幕
末
當
時

の
箱
館
港

の
敏
育
施
設

と
し

て
は
、
侍
達

の
た

め

に

奉
行
所
内

に
設
け
た
文
武
修
業
場

の
外
、
臨
皿田
順
巷
を
敏
授
役
と
す
る
学

問
所
、
経
書

の
講
読

や
心
學
道
話
を
中
心

と
す

る

一
般
市
民
の
爲

め

の
講

繹
所

(
一
名

正
修
舎
)
、
蘭

単
者

武
田
斐
三
郎

の
主

宰
す
る
諸
術
調
所
等

が
あ

つ
た
が
、
名
村

の
門
下
は
、
武

田

の
塾
生
と
相
並

ん
で
逸
材
を
輩
出

し
た
。
そ

の
中

に
は
h

後

に

蜜

唐
霧

Q
霞

寓
の
国
①
娼
び
霞

β

の
薫
陶
を
う

け
る
釜

田
孝
及
び
三
田
信

、
通
詞
と

し
て
は
鷺

田
三
郎

、
海
老
原
錆

四
郎

う

南
川

兵
吉

、
近
藤
源
太
郎
な
ど
が
敏

え
ら

れ
る
。
、
中

で
も
立
廣
作
は
頭
角

最
も
あ
ら

わ
れ
、
・交
久
二
年

食
。ら
⑦
bD
>
十
二
月
齢

二
十
二
歳

に
し
て
、
箱

磁

'

!

館
奢

支
配
定
釜

舞

御
用
の
籍

で
、
遣
欧
使
節
竹
雫

野
守
の
ゼ

行

に
随

つ

て
渡

欧

し

て
居

る
。
蓮

上
所

保

管

の

「
磨

接

之

留

」
を

調

査
す

る
と

」
醗

鐸
和

文

の
あ

と

に
、

右

和
解

仕

候

以

上

、

・
、

.
立

廣

作

e

一
読

仕

候

虞
相

違

無
之

候

、

名
村

五

へ
郎

と
弟

子

と
師

匠

の
連
署

し

て
居

る
箇

所
を

見

出

す

が
、

之

は
門

下
生

の
試

.

み
た
誰

文

を

、
親

し
く

師

匠
が

目

を

通

し
、て
奉

行

に
提

出

し

た
事

を

物
語

つ

て
居

る
も

の

で
あ

る

。

(
因
み
に
か

よ
う
蓮
署
は
前
詑

「
鷹
接
之
留
」
の
髄

、所
に
見
出
さ
れ
る
も

η
で
あ
ろ
・)
●

、

.

・

當

時

の
通

詞
達

の
持

つ
て
居
た

英
語

表

現

力

の
實

態

を

一
瞥

し

て
見

よ

う

。
文

久
二

年

,(
μ
c。
①
b9
)

か
ら

明
治

十

五
年

(昌
Q。
o。
悼
)

ま

で

の
約

廿
年

間

一

に
亙

る

北
海

道

の
族
行

を

記

し

た

箱

館

在

佳

の

英

國

商

人

目

」
<
し
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商
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書
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當

時

は

未

だ

ヘ
ボ

ン
式

羅

馬

字

綴

か

も

な

か

つ
た

事

で

あ

り

ゾ

饗

つ

て

・

小

次
郎

を

・肉

0
9
ω
「
跨

o
、
文

久

を

頃
目
β
婁

①
、
勝

田

伊

賀

守

を

国
鉾
駐
ロ
伽
甲

国
σq
σ
昌
o
-
図
欝
目
Φ

と

綴

つ
た

こ
と

は

取

上

げ

な

い
と

し

て

も

、

英

語

の
綴

へ

り

や
汝

法

の
誤
り

、
引
用
符

の
濫

用
、

遷
て
は
行
文

の
た
ど
4
＼

し

さ
ゐ

勘

、
随
所

に
心
細

さ
を
感
じ

ざ
せ
ら
軸

る
。
之
を
裏
書
す

る
か

の
様

に
箱

蒐
館

奉
行
村

垣
淡

路
守

の
公
務

旧
記

に
も

.

:

通

詞
英
語
不
熟

に
付
當
分
品
川
藤
十
郎

詰
申
渡
候
段
御
勘

定
所

江
掛
合

'
之
義
申
遣
す

と

云
う
記

裏
を
見
出

す
。
ノ
(
註
-
品
川
藤
+
郎
は
犬
橋
宥
之
助
州
向
山
榮
五
郎

.
力
石
.勝
之
助
な
ど
ど
共
に
各
御
用
留
や
前
記
の
公
務
日
詑
に
屡

々
財
て
來
る
通
詞
で

、
あ
ろ
。)
尤
も

こ
れ

は
安

政
四
年
十

二
月

の
事

で
あ
る
か
ら
、
英
学
事
始
と

し

て
大
目

に
見
れ
な

い
わ
け
.で
も
な

い
緬
,
前

記

国

静

冒
け
o
旨
の
如

き
は
日

常

生
活

に
於

て

一
態
不
自
酊
な
く
意
志

の
疎
通
を
計

れ
た
も

の
「と
見
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英

國

仕

込

と

自

稽

す

る

手

合

よ

り

窓

英

語

を

こ
な

し

て
居

る

と

は

、

少

々

「

、面

映

い
氣

も

す

る

が

、
.
国
蜀
犀

馨
o
口

.
の
箱

館

在

留

は
文

久

元

年
,
に
始

ま

つ

し

ド

た
も

の
で
、
名
村
五
八
郎

は
既

に
そ

の
前
年

の

一
月
品
川
沖
禺
帆
ゼ
亜
米

利
加

に
渡

り
、
そ

の
年

の
秋

九
月

に
館
國
し

て
、
磨

き

上
げ
た
英
語

を
以

て
、
門
弟
達

の
指
導
敏
育

に
新
た
な
意
氣
を

こ
め
で

專
念
し
た

事

で
あ
ろ

,.

う

か
ら

、
立

廣
作
ど
肩
を
並

べ
る
俊
秀
も
出
た

こ
と
と
推
察

さ
れ
る
。
名

村

五
八
郎

は
、
元
治
元
年
(
昌
◎。
⑦
継
)
…勘
定
格
通
辮
.御
用
頭
取
た
証

ぜ
ら
れ
、

」
稽
古
所
。の
敢
授

は
堀
達
之
助

に
ゆ
だ
ね
て
江

戸
に
移
り
、
維
新
後

は
別

に

官
職

に
就
く

ご
と
翫
く
、
饒
生
を
東
京

で
逡

つ
た

と
傳

え
ら
れ

て
居

る
。

名
村

五
八
郎

の
跡
を
う
け

て
、
箱
館
奉

行
支
配
英
語
通
詞
と
な
り
、
験

て
稽
古
所

の
敏
授
を

つ
と
あ

た

堀
達
之
助
は
、
文
政

六
年

(
HQO
hっ
¢Q
)
長
嶋



ソ

も

ぢ

に
生

ま
れ
、
蘭

語
学
習

の
後
和
蘭

通
詞
乏
な

り
、
学
才
が
認

め
ら

れ
て
、
`

皆
き
9
0
β
鑑
幽

の
十
四
弟

子

の

一
人

に
揮
ば
れ
、
熱
名
村

五
八
郎
と
共

に
故

ド

ち

郷

に
於

て
英
語

㊧
学

習

に

志

し
た
人

で
あ

る
,

嘉

「永

六

年

(
昌
Q◎
駅
¢Q
)

鳶
o
岩
菖
o
q
自
Φ
男
o
げ
蜜
の
率

姻
る
軍
艦

の
浦
賀
表
來
航

の
折

は
、
阿
蘭

陀
,

小
通
詞

と
し

て
縦
横

の
活
躍

を

示
し
、
日
米
國
交

の
確
立

に
貢
献
す

る
虞

す
く
な
く
な

か
つ
た
。
遠

來

の
黒
船

に
乗
付

け
、
蘭

語
と
英

語

の
ニ
ケ
國

語
を
操
つ
て
、
通
詞
の
重
責
藁

し
た
時
の
模
様
は
次
の
勤
話
書
に
明
ら

か

で

あ

る

。

、

。

-

義

警

〆

」

に

ヘ

ヒ

く

山景
永
六
年
丞
ハ丑
耶
蘇
紀
一兀

一
八
U血
三
年

ら

、

':

、

.

六
、月
三
日
浦
賀
表
米
船
樹

話
書

鰍
・

`

、
、

六
月
三
日

未
上
刻
頃
、
異
國
船
渡
來
之
注
進
有
之

二
付

、
鷹

接
掛
浦
賀

奉
行
與
力
中
島

三
郎
助

ぎ
香

山
榮
左
衝
門

、
近
藤
良

次
、
佐

々
倉

桐
太

郎
、
、其
外
伺
心
、

通

詞
堀
達
之
助
、
立
石
得
十
郎

差
添
、

一
番

御
用

船

、

へ
乗
組
、
未
中
刻
頃

、.
右
異

國
…船
四
艘
共
、
「浦
賀
沖

よ
り
鴨

居
村
沖

に

投
錨
船
繋

い
た

し
候

に
付

、
右

四
艘
之
内
何

れ

へ
乗
付
候
方
可
然
哉
と

申
合
候
庭
、
通
詞
共
よ
り
、
巾
摘

ヘ
ゥ

イ

ン
ブ

ル
を
掲
げ
候
蒸

氣
船
相

＼
見

え
候

、
右

ハ
外
國
之
法

に
而
、

主
役
之
者
乗
組

居
候
標
章

二
付
、、
其

船

に
乗
付

可
然
旨
申
田

候
間

、
則

右
船

に
乗
付

、
何
國
之
船

に
而
、
何

、

用

有
之
致
渡
來
候
哉
之
旨

、蘭
語
を
以
通
詞
共

よ
り
相
尋

さ
せ
候
得
共

、

.蘭
語

不
通
之
様

子

二
付

、
樹
阿
蘭

陀
語
相
僻
候
者
乗
親
之
内

に
無
之
哉

と
、
伺

又

ア
メ
リ
カ
語
を
以
相
尋
候
庭
、
漸
相
通

し
、
阿
蘭

陀
語
相
辮

候

ア
ル
セ
ホ

。
ト

メ

ン
と
申

者
出
來

二
付

、
懸
接

左
之
通
。
…
…

蘭
語
を

以

て
態
接

の
役
を
果
そ
う
と
試

み
た
庭

を
見

る
と
、
達

之
助

は

一

英
語
よ
り
も
蘭
語
を
得
意
と
し

て
居
た
癒

の

玉
様

に
考

え
ら

れ
る
っ
名
村

、

五
穴
郎

の

「
エ
安

レ
爬
語
辮
書
和
解

」
の
編
纂

に
樹

し

て
、
彼

は

「
英
和

封
鐸
袖

珍
辮
書

」
を
、
.文
久
二
年

(
H
。。
⑪
bっ
)
西

周
、
-
千
村

五
郎
、
竹
原
勇

四
郎
ヨ
.
箕
作
貞

一
郎
等

の
協
力
を
得

、
彼

が
主
任
格

で
編
纂
し
、
之
が
不

ヘ

ボ

完
全
な

が
ち

日
本

で
出
版

さ
れ
た
活
字
本
英
語

辮
書

の
最
初
め

も

の
で
、

,

ら

そ

の
中

の
英
語

ぼ
和
蘭

か
ら
來
た
鉛

活
字

を
以

て
印
刷

さ
れ
た

と
云
わ
れ

て
居

る
。

こ
れ
以
後

に
出

版

さ
れ
た
英
和
蹉
典

の
蜜
本

と
な
り

、
母
膣
と

な

つ
た

の
は
實

に
ご
の
僻
書

で
あ
る
。
此
の
當
時

の
英

語

の
水
準
を
示
ず

意
味

に
於

て
、
同
蹉
書

の
序
文

に
認

め
ら
れ

て
居

る
掘
達
之
助

の
英
文
を

こ
こ
に
引

用
し

て
み

る
。

,

,
雫

,

雰

浮

Φ

。,
葺

身

6
馬

窪

Φ

国
轟

一一
。・
げ

凋
書

聖

謎

①

宏

ぎ

網

暴

覧

臼

団

一

び
①
8

営
置

σq

σq
①
昌
曾

笛

言

o
印

8

卓
馨

ξ

.
'
類
①

げ
碧

α

げ
蟄
q

騰
o
目

飢

の̀。
幕

試
塁

穿

。

働
①
弩

。
8

娼
昌
窪

移

暫
毒

。
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蚕

臣
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試
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β
賃

。
h
二

爵

①

国

昌
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獄
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げ

蟄
β
q

匂
壱

蟄
β
霧

①

蜀

β
磐

ρ
σq
Φ
ω
、、
診
の

欝
臥

墓

u・
審
葺

昌
8

酔
O

O
q

目

ω
O
ぽ

O
一
蟄
目
の
.

.

、

甘

爵

①

墓

碧

げ
嘗

Φ

奮

話

8

才
巴

磐

つ
轟

①
二

。

鷲

①
娼
覆

Φ

聲

9

暫

U
一〇
菖
O
峯

曙

器

ω
o
つ
β

遂

娼
O
。・
。。
回
ぴ
一Φ

罫

く
富

σq

営

話

①
嵩

げ
o
壽

画
β
象

超

Φ
話

夢
び
ざ

冨

げ
げ
『

犀
β
o
≦
♂
幽
σq
①

o
h

,欝

冒

昌
磐

蟄
σq
①

零

ぼ
β
才

曾

の
鑑
ぢ

超

o
犀
①
昌

8

び
Φ
8

B
Φ

艮
σq
ぽ

ξ
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昌
負

臨
詣
犀

ヤ

の

.
器

書

a
暮

a

乱

序

爵

①

目
碧

β
Φ
量

b
湧
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葺
の
,
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H
暮
ざ
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・
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ぴ
①

叡

き

岸
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o
{
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①
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o
o
H
o
馬
国
母

o
娼
雪

β

冒
昌
碧

蟄
σq
$

ー
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旨
σ
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舞

屠
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貝
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国
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臣
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目

岩
涛
匪

O
O
男
ρ

日
跨
図
国
国
旨
閑
浮

目
d
oΩ
田
H
切
ρ

日

日
ω
国
O
O
皆

月
国
H
日
oo
H
測
O

る
ゆ
。
・

げ
碧

Φ

据
o
の
亨

8

屋
岳

鑑
ぢ

尉
暮

農

穿

①
罵

く
蟄
ぼ

夢
葭

①

9
自

蟄
β
q

ぽ
薯

①

働
o
β
Φ

僅
目
、、

貯

盛

Φ
ぼ

娼
o
宅
霞

8

鷲

o
冨
o
"
①

穿

①

o
ご

①
。
酔

o
晦
感

誼

嵩
霞

ぎ

＼

、

・

犀

冨

o
詳
目

昼
①
葭

ξ

.白
溢
げ

ゆ
げ
暮

爵

淀

類
8

F

昼
○
ぞ
①
<
豊

ヒ

セ

コ

9

娼
①
誉

8

暴

樽

ま
巳

8

.
羨

蓉

序

。
器

書

。

碁

賓

賄
碧

。
目

F

戸

乱

爵

爵

①
ぼ

暮
げ
曾

菖
○
β

馨

Ω

些

客

爵

①

ぞ
o
固

。。

類
ぼ
9

腎

Q
<
o

B
o
馨

后

①
ぼ

一

冒

号

凶ぢ

鷲

零

け
8
Φ

目
竃

び
①

ぎ

言
9

碧

飾

導

同

壁
巳

審

冨
臼

o
暮
①
9

冨

、o
目
餌
霞

爵

暮

看

①
目
欝
団
ぽ
碧

㊦
.①
〈
o
曙

費
o
崔

身

騰
。
目
言

鷲

。
如
ぎ

σq

夢

①
き

蓉

①
幽
窪

。
舅

、

・

/

・

自

国
∪
ρ

翼
o
<
o
言
び
㊦
5

昌
c。
①
bっ
.

塾

'

国

O
田

感
b
日
ω
属
O
oΩ
図
P
同
.

此

の
序

文

に

あ

る

Oa
o
げ
0
9

0
臨
国
⊆
目
o
娼
Φ
鉾
β

冒

β
σQ
⊆
蟄
撃

⑩
と

は

蕃

書

調

所

の

事

を

去

う

の

で

、

彼

は

万

延

尤

年

9

c。
α
O
)

末

以

來

同

所

英

語

教

、
・

授

出

役

を

拝

命

し

て
居

た

。

名

村

五

八

郎

に

よ
つ

て
始

め

て

か

か

げ

ら

れ

る
タ

た
北
門

の
英

学

の
燈
火
が

、
彼

の
先
輩
格

た

る
堀
達
之
助

に
よ

つ
て
承

け

縫

が
れ
た
事
は
、
北
海
道
英

学
護
達
史

の
上

に
千
鈎
の
重

み
を
加

え
る
竜

の
で
あ

つ
た
。
然
し
乍
ら
、
今
や
英

学

の
振
興
は
、
各
藩
も
幕
府
も
i

i

全
日
本
が

ひ
と
し
ぐ
麹
望

す
る
形
勢

に
あ
り
、
堀
達
之
助

の
如
き
大
先
畳

・を
永
く
北
諏

の
地
に
猫

占
す

る
こ
と
は
許

さ
れ

る
筈
が
た
か

つ
た

。
果
し

、

て
慶
鷹

元
年

食

0。
㊦
O
)
以
降

の
開
成
所
(註
ー
蕃
書
調
所
の
后
身
)
人
名
録

に

ノ

ノ

は
英

単
闘
係

の
敏
授
職
筆
頭

に
、
・
堀
達
之

助
の
編
を
見

出
す
の
で
あ
る
つ

街
北
海
道
と

の
關

係
は
明
治

五
年
ま
で
績
き
、
開
拓
大
士
∴典

か
ら

一
等
諜

・

尊

ノ

官

に
昇
進

の
上
退
官

し

て
居

る
。

"

四

武
田
斐
三
郎
と
諸
術
調
所

.

ノ

,

.

㌧

楓

諸

術
調
所
は
安

政
三
年

の
設
立

に
か
か
わ
り
、
諸
金
分
析

.
諸
物
製
造

め

研
究

・
洋

学
敏
授

等
が
目
的

で
あ
つ

た
。
村
垣
淡

路
守

ρ
公
務
日
記

に

.
よ
れ
ば
、
最
初
分
析
所

と
し

て
震

足
さ
せ

る
考
え

で
あ

つ
た
が
、

「
分
析

所

ノ
唱
話
不
宜
候
間
諸
術
調
所
ト
唱
候
様

」
幕
府

の
手
前
攣
更
し
た
も

の

さ

の

で
あ
る
。
武

田
斐

三
郎
を
敏
疫

役
と
し

、
奥
村
季

五
郎
を
掛
と
し
て
任
命

し
、
當
時

の
御
殿
坂

(
今

の
基
坂

)

の
西
、
斐

三
郎

の
役
宅
に
隣

合
わ
せ

て
建

て
ら
れ
た
も

の
で
馬

一
切
を
斐

三
郎

の
主
宰

に
委
せ
、
大

い
に
そ

の

経
難

謎

轄

驚

馴
洲
に
生
薯

め
漢
書
姦

い
鉦

ら
署

学
を
修
め
た

が
、
天

下

の
形
勢

に
悟

る
所
あ
か
、
大
阪
及
び
江
戸

に

赴

い
で
蘭

学
に
精
進
し
た
人

で
あ

る
。
克
苦
勉
働

の
士

で
(
巾

の
廣

い
学

術

の
習
得
を
、心
掛
け
、
兵
術

・
航
海
術

・
測
量
学
其

他

の
研
究

に
い
そ
し

ノ
ル
だ
。
嘉
永
六
年
、
斐

三
郎
廿

七
歳

の
六
月

に
、
米
國

の
軍
艦
相
模

に
來

る
と
聞
き
、
事
實
探
究

の
爲

に
同

地

に
赴
き
、
又
同
年
十
月

、
露
西
亜
船
.

長
崎
表

に
渡

來

の
節

は
、
蘭

学
者
箕
作
院
甫

に
從

い
彼

の
地

に
出
向
き
、

安
政

元
年

に
ぱ
魯

西
亜
船

御
用
取
扱

の
任
命
を
う
け
た

。
同
年
三
月
、、
堀

織
都
正
、
御
勘
定
吟
味
役
村

餌
與
三
郎

に
從

つ
て
、
松
前
並

に
蝦
夷

地
巡

ノ
ノ

行

を
命

ぜ
ら
れ
た
が
、

此
時
墾

山
謙
次
郎
と
共
Lに
箱
館

に
先
行

、

男
①
罎
団

鷹
接
忙

鑑
力
し
た
事
は
既

に
述

べ
た
と

こ
ろ

で
あ

る
。
翌
二
年
箱
館

詰
と

ゆ

な
り
、
器
械

並

に
弾
藥
製
造
之
御
用
取
扱

と
な
り
、
次

い
で
三
年

箱
館
奉

ー

、

唱

,



行
支
配
諸
術
調
所
教
授
を
拝
命
し
、
築
城
、
造
兵
及
び
化
学
製
造
等
を
調

ゆ

査
研
究
す
る
と
共

に
、
蓑

ね
て
後
進

σ
指
導

に
當

つ
た
。
斐

三
郎

は
調
所

ノ

開

設

に
際
し

て
、
建

白
書
を
提
出
し
、
江

戸
表
学
問
所

の
如
き

は
官
民
公
、

私

の
別
が
嚴

し
く

て
、
野

の
遺
賢
を
拾

う
所
以

で
は
な

い
と
も
、
諸

術
調

所
開
設

に
當

つ
て
は
、
水
夫
足
輕

の
.子
弟

に
至
る
迄

、
志
あ
る
者

に
は
敏

育

の
機
会
を
與

え
る
べ
き

で
あ

る
と
献
策

し
て
ゐ
る
。
学
生

の
指
導

に
つ

い
て
は
、
原
書
「生

と
課
書
生

の
二
部

に
分
け
、
前
者

は
・文
典

・
航
海
書

・

算
怯
書
等

に
航よ
り
、
後
者

は
各

々
課
書
を
以

て
敏
授

し
、
毎
月

六
回
宛

試

.

`
験
を
行

い
、
そ

の
勤
怠

の
歌

を
明
ら
か

に
し
た
と

云
う
。
「
陸
軍
歴
史

抄

」

に
よ
れ

ば
、

ご

右
斐

三
郎

儀
人
物
宜
敷
蘭
学
抜
群
出
來
英
学

モ
験

用
致

シ
学
問

モ
宜
敷

築

城
砲
術
航
海
究

理
学
分
析
術
等
夫

々
熟
達

罷
在
格

別

之

者

二
御
座

候

…
し

と
言
葉
を
極

め
て
賞
讃

さ
れ

て
居

る
人
物

で
あ

る
。

斐

三
郎

は
箱
館

に
渡

來
す
る
外

人
に
つ
き
自

己
の
研
究
を
深

め
ん
と
常

に
志

し
、
奉
行
所
も
亦
、
機
会
あ

る
毎

に
彼

の
攣
術
を
活

用
し
、
旦
叉
探

究
を
奨
働
し
た
。
安
政
四
年
、
米
國
商
務
官

男
ざ
①

の
來
任

す
る
や
、
斐

三
郎
が
英
語

研
究

の
爲

に

屈

8

の
止
宿
所

に
赴

く
事
を
許
し
、
同

時
に

英
般
渡
來

の
節

は
質
問

の
爲
此

の
船

を
訪

ね
る
自
『由
を
も
與

え
た

。
安
政

五
年

に
は
米
國
軍
艦

ミ

シ
シ
ピ
號
測
量
師

ベ

コ
ン
に
就
き
測
量

術

の
傳
習

や
米
國

捕
鯨
船

に
つ
い
て
捕
鯨
術
傳
脅
を
命
O
、
叉
文
久
二
年

に
は
亜
米

利

加
鑛

山
技
師

に
つ
い
て
、
産
金

・
分
析

術

の
傳
脅
を
な
さ
し

め
て
い
る

が
如
き
は
皆

そ

の
例

で
あ
る
。

e

此

の
鑛

山
技
師
と

は

場

日
罫
塁

団
.
ヒ⇔
冒
岸
①

及
び

均
●
弓
昌
塁
b
巴
ぢ

の

こ
と
で

、
文
久
元
年
箱
館

奉
行
村
垣
淡
路
守
、
津

田
近
江
守
が
神
奈
川
善

幅
寺

で
米
國
套
使

国
欝
箆
駐

と
会
見

の
際
招
膀
を
依
頼
し
た
も

の
で
、
爾

汰
は
文

久
二
年

く
一〇。
露
)
.二
月
横

濱

に
到
着

、
そ

の
際
鑛

山

に
關
す

る
器

械

。
書
籍
等
二
十
三
箱
を
持
参
し
、
北
海

道

の
開

拓

に
近
代
科
学

の
磨

用

を
教

え
る
と
共

に
蓮

上
所

に
於
・て
鑛

山
学
の
…敏
授
を
試
み
、
後
進
國

の
学

徒
指
導

に
稗
釜
す

る
虞

少
く
な

か
つ
た
。

斐
三
郎

は
か
く

の
如
く
熱

心
に
学
生

の
誘
抜

に
精
進
し
た

の
で
、
名
村
.
プ

門

下
同

檬
優
秀
な

る
入

物
を

多
く
世

に
途

つ
た
。
英

単
者
と
し

て
後

に
薩

、

,
摩
藩

に
迎
え
ら
れ

る
前
島
密

、
長

州
藩
か
ら
選
ば
れ

て
英
國

に
留

学
す
る

サ

井
上
勝

、
山
尾
庸
三
な

ど
は

い
す
れ
も
武

田
門
下

の
逸
材

で
あ

る
。

「

斐

三
郎

は
十

一
年
間

の
箱
館

生
活

の
後
、
元
治
元
年

(
μ
oO
㊦
ト
)
開
成
所

%

敏
授

並

に
任
ぜ
ら
れ

て
江

戸
に
赴
き
、
明
治
四
年
兵
武
省

に
出
仕
し
ザ
砲

一

兵
大
佐

に
昇
進

U
士
官
学
校
学
科
提

理
乏
煮
り
、
明
輪
十
三
年
病
を
以

誕

獲
し
た
。

・

/

諸
術
調
所

は
そ

の
後
御
殿
坂
よ
り
蓮
上
所
簿
内

に
移
韓

し
た
も

の
の
如

ノ

く

で
あ

る

が

、
そ

の
径

路

は
未
だ

明
ら

か
に

ざ

れ

て
居

な

い
。
.思

ち

、
慶

鷹

二
年

(
葱

①
)
諸
術
調
所
書

類

〇

一
部
を
蓮
上
所

に
移
そ
う
と
し

て
、

伺
書

を
提

出
し
て
居
る
事

や
、
前
述

の

国
宣
犀
Φ
M
団
β
白
娼
①
目
団

が
鑛

山

学

.
の
教
授
を
蓮

上
所

に
於

て
行

つ
て
居

る
記
録

か
ら

、
そ

の
檬
な
推

定
が
可

能

と
な

る
わ
け

で
あ

る
。
因

み
に
前
記
伺
書

に
記

さ
れ

て
い
る
圖
書

の
目

ズ

録

は
次

ぎ

の
通

り

で
あ

る
。

・

コ
ヨ
ツ

ト
著

國

七
人

種

ノ
読

千
八

百

五

十
七

年

一
部

、



ズ

ね

コ

ス

チ

ェ
レ

ル
著

小

地

圖

・
千

八

百

置

十

一
年

全

一
巻

畢

悼

Q
ぽ
震
言
ぴ
①
鉱
㎡

国
β
◎
回
。
一
〇
娼
器

働
罫

(
同
○。
①
O
)
・
H
O
<
O
冨

誉
.簿
合
著
比
霧

馨

天
慕

年
二
冊

遍

難

羅

零

.い髭

眩
馨

難

.

.幽

戯

報

蒙

燐

懇

耗

歌

ヲ
瀧

シ
タ

ル
畿
目
.

.

薔

.
・

餅

喜

・・
庚

ぽ

蟄
β
q

。
螺

窪
①
題
。
臣

。
げ一。
β
蟄
目
図

び
忌

び
・Ω
。
民
①
陣q

(
μ
・。
-

難

轍
備霧

輩

簿九∴

∵

撃

憲
輩
嚢

暴
鮎羅
、

タ

団
①
象

①
峯

旨
墓

旨

鶏

涛
蟄
昌
舞

鴇

9

婁

q

Q。
ざ

)
・

、

合
衆
國
將
士

ノ
名
簿

千

八
百
五
十
九
年

.

一
冊

挙

、ル

シ

ス
テ

ル
著

英

語
韻

府

千

八
百

六
土

年

一
船

や

⇔

砕

夢

円
景

§

y

、

.＼

.
・

糠

諺

沖
㌘
暑

鷲

醸
礁
難

府

薔

⑳露

難

一.凱

聾

c.蟹

。塁

の
昌
く謂

,。
目鵡.

2買伽
、
一

・同

四

語

欝

繹

韻

府

千

八

百

四

十

八

年

一
冊

同
ρ

男
箸

鑑

Φ
⊆
β
鐸
①
辱

(
同
○。
①
O
)
臥
、

.

、

・

.
、

`

.
94

-
L

ウ

L

ル
著

諸

藝

諸

製

及

び

坑

山

韻

類

書

千

八

百

六

十

年

一
冊

目

・

団
客

Φ
暮

O
龍
甘
①

閑
①
帽
o
醤
の

(
μ
G。
α
Q◎
ゾ

冨

く
o
ケ

貌
利
太
鞍

韻
無

難

粧

年
乃
至
垂

冊
塩

・
H鱒
、麗

費

副

.餌
①

掴
.
智
貯
蟄一働
。

国
簿目び
。
q
.
.
、
び
網

寓
①
一犀

右

ぼ
翻

課

の
笛

必

要

な

り

と

し

て

、

運

上

所

備

付

を

上
申

し

た

も

の

で
、

H
㊤Q
●

円
げ
Φ

匂

Φ
。。
ゆ
σq
霞

蟄
昌
q

O
o
話

け
旨

。
菖
o
β

o
馬

国

鎚

ぴ
o
目
屡

一
受

・

,
恐

ら

ぐ

は

諸

術

調

所

の

原

書

生

一
同

の
敢

授

資

料

と

し

て

用

蜘

た

も

の

で

Oa
8

<
①
墓

o
β

(
一
。。
霞

"

`

、

ギ

　

　

づ

は
な

か
ろ

う

か

。

以

て
當

時

の
学
科
内

容

を
覗

う

に
足

り

ょ

う
。

.

日
↑

円
げ
o

oΩ
言
富

o
協

殉
目
δ
o
β

蟄
β
q

O
ぽ
蜀
塵
ω
碧

言

αγ

H
置
馨
詳
⊆
-

省

参
考

の
た

め

に
附

け
加

え
ズ
置

き
た

塾
事

は
、

本
夏

(昭
和

二
+

五
年

寓
o
墓

(
同
Q。
。。
O
)
●
、

,

八
月
)

筆

者

惨
本

論

稿

作

成

の
資

料

を
集

め
る

爲

に
函

館

市

に
赴

き

、
渡

此

の
中

で
、
冨
属
言

嵩
巳

B

等

に
は

「
箱
館

御
役

所

」
及

び

「
箱
館

洋

学

島

支

瞭

の
倉

庫

み
明

治

十

隼

頃
建
築

の
も

の
と
推
定

さ

る
)
に
於

て
、
最
近

一

所

」

の
二

つ

の
刻

即

が

押

し

て
あ

る
。

.

、

㍉

嚢

見

さ
れ

売

次
ぎ

の
書
籍

を
親

し

繋

調
査

す

る
機

会

を

得
た

事

で
あ

る
り

叉

轡
①
娼
○
洋

,o
用
2

Φ
Φ
o
一〇
σq
ざ
箪

襲
①
o
o
竃
ρ
夢
謎
鶏
β
o
①

冒

○
鑑
窟
o
=
昌
9

.

.日・

国
β
o
望
9
0
娼
蟄
0
9
凶蟄

尉
目
詳
勘
窪
β
陣o
即

(
G◎
ゆげ

国
象
露
o
β
ソ
bっ
脚
く
9
孕

門
ヤ

」<
自
ト宣
目

国

国
冨
犀
Φ
.
Q

G。
焔
GO
)

に
は
翫細

い
和

紙

を
貼

り

、
ブ

レ
ー

キ

塾

.

'



ズ

タ
セ
オ

ロ
チ
カ

ル
、

レ
コ
ノ
イ
セ
ン
ス
、

そ

ン
、

カ
ル
ホ
ル

ニ
エ
と
縦

書

し
＼

そ
れ

に
並

べ
て
、
ブ

レ
ー
キ
著

カ
ル
ホ
ル

ニ
エ
ノ
地
質
探
索

乳
書

と
課
名

を
附

し

て
あ

る
β
尚
、

「
文
久
三
年
亥
年
正
月

ヨ
リ
十

二
月
迄
蓮

お

役
所
鷹
接

室
上
留
」
に
,
「
亜
國
鑛

山
家

よ
り
差
出
候
横
文
字
書
籍
之
儀

に
付
申

上
候
書
付
」
と

し

て
小
串
大

和

守

が

記
し

て
.居

る
の
一は
、
此

の

「
地
質
探
索

ノ
垂
日
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

此

の
書

籍

に
も
、
噌
、箱
館
御
役

所

」、

「
箱
館
洋
学
所
」
と

二

つ
の
刻
印
が
押

さ
れ

て
居

る
⑩

こ
れ

に
よ

つ

て
推
察

す
る
に
、
諸
備
調

所

は
初
め
御
殿
坂

の
武

田
斐

三
郎
役
宅
隣
接

地

に
建

て
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
が
、
後

に
票
情

が
生
じ

て
、英
語

稽
古
所

の
置

か
れ
て
あ
つ

た
蓮

上
所
構
内

に
移

さ
れ

る
事
と
な
り
、

こ
れ
ら

の
藏

書
は

此

の
蓮
上
所

で
活

用
さ
れ

て
居
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
調

所
並

π
稽

古
所

が

如
何
な

る
蓮
螢

に
よ
つ
て
徳

川
末
期
か
む
明
治
時
代
忙

移

つ
て
行

つ
た
か

は
術
今
後

の
研
究
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

「
箱
館

洋
学
所
」
と
調

所
、
稽
古
所
と

の
關
係
も
、
そ

の
時
に
は
じ

め

て
明
ら
か

に
な

る
こ
と

で

あ
ろ
う
。
'

、

.

,

(
昭
和

二
五
・
一
〇
ゼ
ニ
八
稿
ン

附
記
ー
本
稿

は
昭
和
二
十
五
年
度

文
部
省
科
学
研
究
費

に
よ
る
研
究

の

一
部

で
あ
る
。

・

、、

-
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